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「
質
の
高
い

消
防
サ
ー
ビ
ス
の

実
現
に
向
け
て
�
」

１
日
目
【
全
体
集
会
】

　

近
江
孝
之
会
長
よ
り
、
熊
本
地
震
で

犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に
お
悔
や
み
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
全
消
協
か
ら
発

信
し
た
熊
本
地
震
カ
ン
パ
へ
快
く
対
応

し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
を
述
べ

た
。
ま
た
、
多
く
の
会
員
に
集
ま
っ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
へ
の
お
礼
と
、
研
究

集
会
は
質
の
高
い
消
防
サ
ー
ビ
ス
に
繋

が
る
２
日
間
で
あ
り
、
こ
こ
で
学
ん
だ

こ
と
は
皆
さ
ん
の
職
場
に
持
ち
帰
り
寄

与
で
き
る
よ
う
、
そ
し
て
全
消
協
へ
の

提
言
に
繋
げ
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
主

催
者
挨
拶
を
述
べ
た
。

　

来
賓
に
は
、
杣
谷
尚
彦
自
治
労
本
部

副
中
央
執
行
委
員
長
、
森
蔭
守
自
治
労

兵
庫
県
本
部
執
行
委
員
長
、
江
崎
孝
参

議
院
議
員
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
力
強
い
連

帯
の
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

◆�

本
部
提
起
「
質
の
高
い
消
防
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
向
け
て
」

　

相
澤
健
二
事
務
局
長
よ
り
、
緊
急
消
防
援
助
隊
の
問
題
と
課
題
、
消
防
職

員
の
慢
性
的
な
人
員
不
足
、
消
防
職
場
の
労
働
環
境
な
ど
、
問
題
提
起
を
行

う
。

◆�

災
害
活
動
報
告
「
２
０
１
５
年
９
月
関
東
・
東
北
豪
雨

に
よ
る
日
光
市
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
」

日
光
市
消
防
政
策
研
究
会　

渡
辺
圭
一
、
佐
々
木
俊
一

　

１
時
間
雨
量
50
㎜
、
24
時
間
雨
量
3
0
0
ミ
リ
以
上
の
豪
雨
と
そ
れ
に
伴

う
大
規
模
な
被
害
が
発
生
し
た
。

　

想
定
を
超
え
る
災
害
の
中
、
消
防
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
べ
き
か
、

日
光
市
消
防
政
策
研
究
会
よ
り
災
害
活
動
報
告
と
研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。

◆�
記
念
講
演
「
天
は
自
ら
助
く
る
者
を
助
く 

｜

阪
神
・
淡

路
大
震
災
の
体
験
か
ら
学
ん
だ
こ
と

｜

」

一
般
社
団
法
人
神
戸
防
災
安
全
推
進
協
会
理
事
長　

辻
井
章

　

大
規
模
災
害
に
対
応
す
る
様
々
な
シ
ス
テ
ム
構
築
に
繋
が
っ
た
「
阪
神
・

淡
路
大
震
災
」。
神
戸
市
消
防
局
警
防
部
長
で
あ
っ
た
１
９
９
５
年
１
月
17
日
、

神
戸
で
一
体
何
が
起
き
た
の
か
。
そ
の
後
、
ど
ん
な
問
題
が
発
生
し
た
の
か
。

　

自
ら
被
災
し
、
消
防
人
と
し
て
未
曽
有
の
災
害
に
立
ち
向
か
っ
た
経
験
を
、

後
の
消
防
体
制
に
ど
う
活
か
し
た
の
か
。「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」
か
ら
得

た
教
訓
を
講
演
い
た
だ
い
た
。

　
「
大
災
害
時
は
、
時
間
外
勤
務
手
当
も
特
殊
勤

務
手
当
も
出
せ
ま
せ
ん
」。
東
日
本
大
震
災
の
時

に
岩
手
県
沿
岸
部
の
あ
る
消
防
本
部
で
、
消
防
長

か
ら
言
わ
れ
た
ひ
と
言
で
あ
る
。
自
治
体
も
住
民

も
津
波
被
害
で
大
変
な
時
に
“
余
計
な
手
当
”
は

出
せ
な
い
と
言
う
。
津
波
被
害
に
あ
っ
た
太
平
洋

沿
岸
部
の
消
防
本
部
で
は
時
間
外
勤
務
手
当
７
割

カ
ッ
ト
は
当
た
り
前
、
キ
リ
ス
ト
踏
み
絵
の
よ
う

に
「
受
け
取
る
か
ど
う
か
は
自
分
で
決
め
な
さ
い
」

と
言
わ
れ
た
。
全
額
カ
ッ
ト
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

泣
き
寝
入
り
し
た
消
防
本
部
も
あ
っ
た
。
応
援
に

行
っ
た
消
防
本
部
で
も
、
財
政
難
で
余
計
な
時
間

外
勤
務
手
当
は
出
せ
な
い
と
言
わ
れ
た
と
い
う
。

　

自
ら
も
被
災
し
、
家
族
の
安
否
も
分
か
ら
な
い

状
況
で
、
何
度
も
死
の
危
険
に
晒
さ
れ
な
が
ら
も

飲
ま
ず
食
わ
ず
で
不
眠
不
休
の
救
出
・
救
護
活
動

を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
命
が
け
の
労
働
の
対

価
と
し
て
支
払
わ
れ
る
は
ず
の
手
当
が
う
や
む
や

に
さ
れ
て
い
る
。
住
民
感
情
か
ら
す
れ
ば
「
公
務

員
だ
け
が
厚
遇
を
受
け
て
い
る
」
と
言
わ
れ
か
ね

な
い
が
、
我
々
消
防
職
員
も
そ
の
住
民
の
一
人
で
、

家
も
家
族
も
流
さ
れ
た
被
災
者
の
一
人
で
す
。

　

公
務
員
に
は
法
令
・
条
例
を
遵
守
し
な
さ
い
と

言
い
な
が
ら
、
一
方
で
大
災
害
時
に
は
余
計
な
手

当
は
出
さ
な
い
と
い
う
法
令
違
反
を
平
気
で
犯
す

発
言
を
す
る
。
矛
盾
を
感
じ
る
の
は
私
だ
け
で
す

か
。
大
災
害
時
の
我
々
消
防
職
員
の
命
が
け
の
時

間
外
勤
務
は
“
余
計
な
手
当
”
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

緊
援
隊
の
時
間
外
や
特
殊
勤
務
手
当
、
緊
援
隊

出
場
後
の
補
充
要
因
の
確
保
な
ど
、
私
た
ち
の
消

防
職
場
に
は
改
善
す
べ
き
問
題
が
多
々
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
問
題
に
立
ち
む
か
う
た
め
に
協
議
会

と
し
て
団
結
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
皆
さ
ん
、

共
に
手
を
取
り
問
題
に
立
ち
む
か
い
ま
し
ょ
う
。

�

藤
岡 

貴
志
（
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
）

１
９
９
５
年
１
月
17
日
５
時
46
分
。
兵
庫
県
神
戸
市
を
中
心
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、
死
傷

者
５
万
人
を
超
え
る
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
未
曽
有
の
大
震
災
か
ら
得
た
教
訓
は
緊
急
消
防

援
助
隊
の
創
設
に
繋
が
り
、
技
術
・
知
識
・
装
備
・
機
材
な
ど
あ
ら
ゆ
る
消
防
活
動
に
影
響
を
与
え
、
今

に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
２
０
１
６
年
６
月
27
日
～
28
日
、
戦
後
最
大
の
都
市
型
災
害
か
ら
20
年
の
歳
月

を
経
た
教
訓
の
地
「
神
戸
」
に
全
国
か
ら
２
９
２
人
の
会
員
が
集
ま
り
、
第
44
回
研
究
集
会
を
開
催
し
た
。

近江 孝之 

全消協会長

杣谷 尚彦 

自治労本部副中央委員長

森蔭　守

自治労兵庫県本部委員長

江崎　孝

参議院議員

集会テーマ

全消協
第44回

全国消防職員研究集会
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職
場
環
境
作
り
を
参
加
者
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
考
え
る
参
加
型
の
分
科
会
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
男
女
平
等
を
基
本
的

人
権
と
考
え
て
い
る
Ｐ
Ｓ
Ｉ
で
行
っ
て

い
る
男
女
平
等
に
関
す
る
取
り
組
み
も

参
考
と
し
て
報
告
す
る
。

　

参
加
者
の
約
８
割
が
こ
の
分
科
会
を

受
け
る
ま
で
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て
あ
ま

り
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
。「
多
様
な

性
」
を
理
解
し
、
人
が
生
き
生
き
と
活

躍
で
き
る
職
場
環
境
を
考
え
て
い
く
た

め
、
全
国
へ
の
発
信
を
さ
ら
に
続
け
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。

（
成
吉
）

　

６
月
28
日
、
全
国
消
防
職
員
研
究

集
会
２
日
目
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
女

性
連
絡
会
意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
。

10
人
の
女
性
が
参
加
し
緊
急
消
防
援

助
隊
へ
の
女
性
の
参
画
や
生
理
休
暇

の
取
得
な
ど
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

次
回
の
労
働
講
座
も
意
見
交
換
会
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。
女
性
会
員
の

皆
さ
ん
は
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
女
性
枠
な

ど
を
積
極
的
に
利
用
し
て
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　

研
究
集
会
終
了
後
に
第
２
回
女
性

連
絡
会
幹
事
会
を
開
催
し
、
各
種
行

事
に
お
け
る
託
児
所
の
費
用
負
担
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
に
つ
い
て
議

論
し
、
過
去
２
回
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
を
分
析
し
課
題
を
抽
出
し
て
い
く

こ
と
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

女
性
連
絡
会
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
掲
示
板
で
積
極
的
に
情
報
発
信
を

し
て
い
き
ま
す
。
女
性
連
絡
会
で
取

り
扱
っ
て
ほ
し
い
課
題
や
ご
意
見
・

ご
要
望
な
ど
を
ぜ
ひ
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
男
性
会
員
の
方
か
ら

の
ご
意
見
も
大
歓
迎
で
す
。（
青

木
）

第
２
回
女
性
連
絡
会 

幹
事
会
を
開
催

女
性
連
絡
会

意
見
交
換
会

分
科
会
で
協
議
会
活
動
の
基
礎
を
学
ぶ

�

第
１
分
科
会

「
組
織
強
化
・
拡
大
」

　

第
１
分
科
会
の
「
組
織
強
化
・
拡
大
」

で
は
、
第
１
部
と
し
て
、
吉
村
幹
事
に

よ
る
講
演
を
行
い
、
第
２
部
は
各
班
に

よ
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
し
た
。

第
１
部
の
講
演
は
、
自
身
の
オ
ル
グ
活

動
の
経
験
談
や
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
の
取

り
組
み
を
中
心
と
し
た
講
演
を
行
い
、

第
２
部
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、

ユ
ー
ス
世
代
の
活
動
の
促
進
や
、
魅
力

あ
る
職
場
づ
く
り
に
む
け
た
取
り
組
み
、

ま
た
単
協
が
実
施
し
て
い
る
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
等
の
紹
介
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
内
容
で
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
未
組
織
消
防
か
ら
２
人
の
参

加
が
あ
り
、
今
後
の
組
織
強
化
拡
大
に

期
待
の
持
て
る
分
科
会
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
、
村
上
副
会
長
に
よ
る
組
合

活
動
の
原
点
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
、

総
括
と
し
た
。（
川
上
）

�

第
２
分
科
会

「
賃
金
・
労
働
条
件
」

　

前
全
消
協
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
で

あ
っ
た
２
人
を
講
師
に
迎
え
て
、
前
半

は
「
消
防
職
員
の
労
働
条
件
」
を
倉
田

利
彦
元
幹
事
か
ら
、
後
半
は
「
人
事
評

価
制
度
に
つ
い
て
」
を
水
野
圭
介
前
幹

事
か
ら
ご
教
授
い
た
だ
く
。
難
し
い
内

容
で
あ
っ
た
が
、
実
例
を
元
に
し
た
再

現
劇
（
署
員
の
年
次
有
給
休
暇
の
理
由

を
署
長
が
聞
き
、
そ
の
日
は
最
低
人
員

だ
か
ら
と
他
の
署
所
に
代
わ
り
を
見
つ

け
よ
う
と
も
せ
ず
休
暇
を
与
え
な
い
）

を
見
せ
る
な
ど
、
時
折
ユ
ー
モ
ア
も
交

え
て
分
か
り
や
す
く
解
説
を
い
た
だ
い

た
。

　

そ
の
後
９
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

昼
食
や
休
憩
を
と
り
な
が
ら
「
無
賃
金

拘
束
時
間
の
現
行
の
問
題
点
と
改
善

事
例
」
と
「
人
事
評
価
制
度
施
行
に
お

け
る
注
意
点
」
の
２
つ
の
内
容
で
討
議

を
進
め
、
グ
ル
ー
プ
発
表
を
行
っ
た
。

（
権
名
津
）

第
３
分
科
会

「
救
急
医
療
体
制
・
労
働
安
全

衛
生
」

　

労
働
安
全
衛
生
と
救
急
医
療
体
制

の
合
同
分
科
会
、《
消
防
職
員
の
ス
ト

レ
ス
》
を
テ
ー
マ
に
実
施
す
る
。

　

名
城
大
学
人
間
学
部
畑
中
美
穂
准

教
授
か
ら
「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
：
消

防
組
織
と
し
て
の
取
り
組
み
を
考
え

る
」、
全
国
幹
事
か
ら
「
惨
事
ス
ト
レ

ス
」「
通
信
指
令
員
の
ス
ト
レ
ス
に
つ

い
て
」「
公
務
災
害
認
定
事
例
に
つ
い

て
」
の
講
演
を
行
っ
た
。

　

畑
中
准
教
授
の
講
演
の
中
で
あ
っ
た

「
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
意
識
の
高
い
職

場
、
気
づ
き
が
良
く
支
え
あ
う
雰
囲

気
」
と
い
う
言
葉
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
制
度
だ
け
に
頼
ら
ず
自
分
や
他

人
の
普
段
の
変
化
に
早
く
気
づ
き
、
重

く
な
る
前
に
職
場
全
体
で
対
処
を
し
て

い
く
こ
と
、
惨
事
ス
ト
レ
ス
反
応
は
誰

で
も
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
正
し

い
知
識
を
有
す
る
こ
と
、
ス
ト
レ
ス
を

受
け
な
い
こ
と
を
め
ざ
す
よ
り
も
蓄
積

さ
せ
ず
自
分
な
り
の
ス
ト
レ
ス
発
散
方

法
を
確
立
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ

た
。（
返
町
）

第
４
分
科
会

「
男
女
平
等
参
画
・
国
際
連
帯

活
動
」

　
「
消
防
職
場
＝
男
性
職
場
」
の
中
で

活
躍
す
る
女
性
消
防
職
員
の
現
状
や
課

題
を
学
び
、
男
性
・
女
性
に
と
っ
て
働

き
や
す
い
職
場
環
境
を
ど
の
よ
う
に
構

築
し
て
い
く
の
か
。
そ
し
て
、
近
年
「
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
」
が
注
目
さ
れ
、
消
防
職
場
に

お
け
る
「
多
様
な
性
」
へ
の
理
解
も
必

要
と
な
っ
て
い
く
中
で
、
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
が
あ

る
現
状
を
知
り
、
共
に
尊
重
し
合
え
る

全消協
第44回

全国消防職員研究集会

「
え
さ
き
た
か
し
」さ
ん

当
選
！

　

７
月
10
日
に
開
票
さ
れ
た
参
議
院
議
員
選
挙
で
、
全
消
協
が
推
薦
す
る

「
え
さ
き
た
か
し
」
さ
ん
（
比
例
代
表
）
が
18
万
４
１
８
７
票
を
獲
得
し

当
選
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
民
主
的
な
消
防
職
場
を
実
現
す
る

た
め
、
引
き
続
き
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

全
国
消
防
職
員
協
議
会 

会
長

近
江
孝
之ご意見・ご要望は以下のメールアドレスまでお寄せください。

女性連絡会アドレス：zen_jyo@yahoo.co.jp
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３
月
11
日
～
12
日
、
Ｔ
Ｋ
Ｐ
東

京
駅
日
本
橋
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
全
消
協
第
７
回

リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
、
組

織
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
必
要

な
知
識
と
課
題
に
取
り
組
む
姿
勢

を
学
ぶ
た
め
、
全
国
よ
り
51
人
の

会
員
が
参
加
し
た
。

　

１
日
目
は
「
こ
れ
か
ら
の
組
織

の
あ
り
方
は
？
各
単
協
が
抱
え
る

課
題
か
ら
議
論
す
る
」
と
題
し
、

井
戸
章
夫
副
会
長
に
よ
る
講
義
の

後
、
グ
ル
ー
プ
討
論
を
行
い
、
各

グ
ル
ー
プ
の
代
表
に
よ
る
発
表
が

行
わ
れ
た
。
次
に
、「
地
方
公
務

員
の
選
挙
活
動
に
つ
い
て
」
細
川

潔
自
治
労
顧
問
弁
護
士
が
講
義
を

行
い
、
地
方
公
務
員
法
や
公
職
選

挙
法
と
照
ら
し
な
が
ら

地
方
公
務
員
の
選
挙
活

動
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　

２
日
目
は
、「
政
治
闘

争
に
背
を
む
け
て
は
た

た
か
え
な
い
～
参
議
院

議
員
選
挙
編
～
」
と
題
し
、

高
田
邦
治
自
治
労
福
岡

県
本
部
特
別
執
行
委
員

よ
り
民
主
的
な
消
防
職

場
の
た
め
に
は
政
治
や

選
挙
に
無
関
心
で
は
い

ら
れ
な
い
こ
と
、
グ
レ
ー

な
選
挙
活
動
を
解
消
す

る
た
め
具
体
例
を
挙
げ

な
が
ら
分
か
り
や
す
い

講
義
が
行
わ
れ
た
。

　

２
０
１
６
年
３
月
10
日
、
東
京
都
海

運
ク
ラ
ブ
２
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
民

主
党
消
防
政
策
議
員
懇
談
会
総
会
が
開

催
さ
れ
、
赤
松
広
隆
会
長
や
江
崎
孝
事

務
局
長
を
は
じ
め
と
し
た
民
主
党
議
員
、

総
務
省
消
防
庁
か
ら
西
藤
公
司
消
防
庁

次
長
以
下
４
人
、
自
治
労
本
部
か
ら
川

本
淳
中
央
執
行
委
員
長
以
下
５
人
、
全

消
協
四
役
・
幹
事
、
消
防
協
各
県
代
表

者
が
参
加
し
た
。 民

主
党

消
防
政
策
議
員
懇
談
会

第
７
回

リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー

全
消
協

　

冒
頭
、
自
治
労
川
本
委
員
長
は
挨
拶

の
中
で
「
消
防
職
員
の
団
結
権
に
つ
い

て
Ｉ
Ｌ
Ｏ
か
ら
再
三
に
わ
た
り
指
摘
さ

れ
て
い
る
が
な
ん
ら
動
き
を
み
せ
ず
置

き
ざ
り
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

時
こ
そ
私
た
ち
は
政
治
の
力
を
確
認
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
緊
急
消
防
援
助
隊
活
動
費

に
関
す
る
負
担
金
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
消
防
行
政

の
充
実
強
化
に
関
す
る
要
望

書
」
の
報
告
、
消
防
職
場
に

お
け
る
課
題
の
報
告
が
行
わ

れ
、
消
防
庁
次
長
や
多
く
の

国
会
議
員
に
対
し
消
防
職
員

の
現
場
の
声
を
伝
え
る
と
と

も
に
、
労
働
条
件
改
善
の
必

要
性
を
訴
え
た
。

　

最
後
に
、「
消
防
職
員
の

団
結
権
付
与
と
民
主
的
な
職

場
環
境
の
確
立
に
む
け
た
決

議
」
を
行
い
、
民
主
的
な
職

場
環
境
の
獲
得
と
質
の
高
い

消
防
サ
ー
ビ
ス
の
確
立
を
訴

え
総
会
を
終
え
た
。

2016年
3月10日

　

総
会
が
行
わ
れ
た
同
会
場
に
お
い
て
、

国
会
議
員
と
の
交
流
会
を
開
催
す
る
。
　

参
加
し
た
各
県
消
協
の
代
表
者
は
、

多
く
の
国
会
議
員
と
積
極
的
に
交
流
を

図
り
、
地
域
の
事
情
を

盛
り
込
み
な
が
ら
消
防

職
場
の
問
題
点
や
体

験
談
な
ど
を
膝
を
交
え

て
話
し
合
っ
た
。

　

政
治
の
世
界
が
身

近
に
感
じ
る
距
離
感
の

中
、
各
々
が
政
治
に
対

す
る
想
い
を
直
接
伝
え

る
絶
好
の
機
会
と
な
っ

た
。

総　

会

交
流
会
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全
消
協
会
員
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。

２
０
１
５
年
８
月
27
日
に
発
足
し
ま
し

た
標
茶
消
防
職
員
協
議
会
と
い
い
ま
す
。

北
海
道
内
で
57
番
目
の
単
協
と
し
て
発

足
し
、
そ
の
後
、
道
消
協
・
全
消
協
に

加
盟
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
管
轄
す
る
標
茶
町
は
、
北

海
道
釧
路
市
の
北
部
に
位
置
す
る
人
口

約
８
千
人
の
小
さ
な
町
で
す
。
主
な
産

業
は
酪
農
業
で
、
市
街
地
東
西
南
北
に

農
村
地
域
が
広
が
っ
て
お
り
、
そ
の
広

大
な
敷
地
、
総
面
積
１
１
０
０
㎢
を
職

員
25
人
で
守
っ
て
い
ま
す
。

　

少
人
数
の
消
防
署
で
あ
る
が
ゆ
え
に

各
種
災
害
出
動
に
慢
性
的
な
人
員
不
足

が
発
生
し
て
お
り
、
町
外
転
院
搬
送
や

救
急
２
次
出
動
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
支
援

新規単協、続々結成中!!
今回は北海道の2単協を
ご紹介いたします。

※ 「いちゃりばちょうで」とは、沖縄の言葉で「一度会ったらみな兄弟」という意味です。

消
防
行
政
の
充
実
化
を

め
ざ
し
て
！

標
茶
消
防
職
員
協
議
会出

動
な
ど
で
は
非
番
や
公
休
者
を
招
集

し
、
人
員
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
年
の
職
務
複
雑
多
様
化
に
対
し
、
団

塊
世
代
退
職
に
伴
う
若
手
と
の
世
代
交

代
が
潤
滑
に
進
ん
で
い
な
い
現
状
も
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
改
善
策
を
思
案

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
消
防
協
未
加
入
組

織
と
し
て
各
消
防
協
の
さ
ま
ざ
ま
な
行

事
や
講
習
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く

機
会
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
通
し
て
他
消

防
本
部
の
活
動
の
工
夫
や
職
場
環
境
、

待
遇
面
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
消
防
協

設
立
の
決
意
と
活
動
の
方
向
性
が
確
か

な
も
の
と
な
り
、
今
日
の
結
成
を
迎
え

ま
し
た
。

　

現
在
、
会
員
数
17
人
と
少
な
く
さ
ま

ざ
ま
な
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、

会
員
一
同
が
一
致
団
結
し
、

地
域
の
消
防
行
政
を
充
実
化

で
き
る
よ
う
努
力
を
し
て
い

く
所
存
で
す
。
設
立
間
も
な

い
消
防
協
で
す
の
で
ご
迷
惑

を
お
か
け
す
る
こ
と
が
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
皆
様
の
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

全
国
消
防
職
員
協
議
会
の
皆
様
、
こ

ん
に
ち
は
。

　

私
た
ち
は
、
２
０
１
５
年
12
月
５
日

に
道
内
58
番
目
の
単
協
と
し
て
全
消
協

の
仲
間
入
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
本
別
消
防
職
員
協
議
会
で
す
。

　

本
別
町
は
北
海
道
の
太
平
洋
側
に
あ

る
十
勝
管
内
の
東
側
に
位
置
し
、
日
本

一
お
い
し
い
豆
の
町
と
し
て
農
業
が
栄

え
る
人
口
約
８
０
０
０
人
の
町
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴

い
複
雑
多
様
化
す
る
消
防
業
務
に
適
切

誇
り
と
生
き
甲
斐
を
感
ず
る

魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
に
！

本
別
消
防
職
員
協
議
会に

対
処
す
る
た
め
、
近
代
消
防
技
術
の

研
修
、
並
び
に
会
員
相
互
の
親
睦
と
信

頼
の
も
と
に
連
帯
意
識
を
高
め
、
職
務

に
誇
り
と
生
き
甲
斐
を
感
ず
る
魅
力
あ

る
職
場
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
に
結
成
い
た
し
ま
し
た
。
職
員
の
一

人
で
も
欠
け
る
の
な
ら
結
成
は
見
送
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
全
員
一
致

で
進
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
結
成
に

至
る
過
程
の
中
で
、
帯
広
市
消
防
職
員

協
議
会
や
自
治
労
関
係
者
の
ご
協
力
と
、

皆
様
方
か
ら
の
温
か
い
お
言
葉
が
私
た

ち
の
大
き
な
後
押
し
と
な
り

ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
設

立
間
も
な
い
協
議
会
で
す
の

で
何
か
と
皆
様
方
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
す
る
と
思
い
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
１
６
年
熊
本
地
震
へ
の

支
援
に
つ
い
て

　

全
消
協
は
、
４
月
14
日
か
ら
発
生
し

た
熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
地
域
へ
の

支
援
を
目
的
と
し
た
「
災
害
カ
ン
パ
」

を
会
員
皆
様
に
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、

多
く
の
皆
様
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
6
月
30
日
現
在
ま
で
の
カ
ン

パ
金
の
集
約
結
果
を
以
下
の
と
お
り
報

告
し
ま
す
。

集
約
総
計�

３
２
４
万
２
２
３
円

　

今
回
集
約
し
た
カ
ン
パ
金
は
、
熊
本

県
消
協
に
一
任
し
、
被
災
し
た
会
員
の

支
援
の
た
め
に
拠
出
し
ま
す
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

全
国
消
防
職
員
協
議
会 

会
長

近
江
孝
之

全国消防職員協議会
第 40 回定期総会・40 年記念行事

2016 年 8 月 29 日 9 時～
総会・第 1 部講演：福岡国際会議場

第 2 部祝賀会：ホテル日航福岡


